平成２４年度　命を守る訓練⑥実施計画　　
              　　　　                                          
H25/2/07　打合せ　<<最終>>　生活安全部　
1．期　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成２5年２月14日（木）雨天決行　　　掃除～５校時　13:30～14:00
※↓当日、●雨が降っている場合の、

臨時避難場所は、体育館南東側の犬走り。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．想　定

　　【地震】

・M８級の内陸型地震が発生。（津波なし・土砂災害の可能性あり）
※実際には、速報が鳴らずいきなり揺れる場合がありますが、
本訓練では「緊急地震速報受信装置（放送連動）」を、訓練開始合図にします。
【被害】
・飛散防止フィルムが貼り付けられていない一部のガラスが破損。

・掃除用具箱が転倒する。

・第2避難経（職員玄関）使用不可能に。

・余震による二次災害に備え、安全な場所に避難する必要あり。
３．訓練のねらい　　（後述した学校の教育目標や、研究主題から、次の３つを導きました）

◎緊急地震速報発令から２０秒以内に「落ちてこない・倒れてこない・動いてこない」安全な

場所「セーフティー・ゾーン」をさがし、とっさに自分の身を守る姿勢を取ることができる。

◎お・は・しの約束を守り、真剣に避難することができる。

◎避難場所までの安全な経路を自分で判断することができる。


（１）学校の教育目標から

　　　　　【すすんでやりぬく上之郷の子】
○自ら学び考える子　　　　　　　　○豊かな心の子　　　　　　　○体をきたえる子

・安全な経路を自ら判断する子　・真剣な眼差しで訓練する子　・２０秒以内に素早くセーフティー

ゾーンでシェイクアウトする子

（２）研究主題から【自らの命を守るために必要な事柄Aを知り、主体的に判断しB安全な行動ができるA子】
　　　　・黙ってセーフティーゾーンに移動し、頭部・首などを守る姿勢をとることができる。　←　A
・安全な経路を自分で見つけて避難する。　←　B

４．訓練の流れ
【事前指導】　　2月５日（火）全校集会で終了　　

※雨天時の避難場所については、告知不足ですので、放送・下校で知らせます。
【訓　　練】
１３：３０　　　①緊急地震速報受信装置（訓練モード）を携帯から起動させ、一斉放送する。
～２０秒でセーフティーゾーンへ～
②教師は児童の近くの児童の様子を観察しできていない児童がいた場合は

「安全な場所で身を守りなさい！」を適宜、指示する。

１３：３１　　　③「揺れがおさまりました。余震に備えて避難しなさい」を、教頭先生が、放送する。
１３：３２　　　④避難場所１（運動場/晴天時）　避難場所２（体育館犬走り/雨天時）に避難する。

⑤職員室前・職員玄関に通行不能箇所を設け「ここは危険であること」を児童に示す。

（ガラス飛散状況を再現。職員室玄関前の掃除用具箱を転倒させ出入り口通行不能）

⑥職員は、安全な避難経路を判断している児童の様子を観察しておく。
１３：４０　　　⑦避難場所（１・２共に）にて人員点呼を完了させる。教頭先生→学校長に報告
～体育館玄関　から　体育館へ入場～
１３：４５　　　⑧体育館玄関の下足箱に上靴を入れて入場。整列後に振り返り（事後指導の準備）を待つ。
※体育館玄関に、児童の上履き拭き取り用のタオルを準備していただきます。
【事後指導】（体育館で一斉に行います。感想文・日記等の作文は、コピーして保存したいと思います。

三森までお願いします。
１３：４８　　　⑨動画が撮影できれば、全校で視聴。

先生方から、訓練のねらいにかかわる「よい姿」を紹介していただく。

・司会：保健主事

・校長先生のお話

・担任の先生方から

　１年→２年→４年→５年→６年→（養教→支援員→教頭）

１４：００　　　⑩靴の泥を取り除き（必要であれば）、上靴をはいて教室へ戻る。
※テレビは後で移動
５．その他
・薄型TV（ＨＤＭＩケーブル等含む）を体育館に移動しておく（３担）
・余震に備えた避難指示放送（教頭　に放送していただきます）
・職員玄関に障害物設置　　（事務・養教）
避難場所２（案）・・・体育館南東　犬走り軒下

３年　　　　　４年　　　　　５年　　　　　６年

２年　　　玄関

１年　　　　　　　　　　　　体育館

事後指導集合場所・・・体育館ステージ前

ステージ

ＴＶ

６年　　　4年　　　２年　　　１年　　３年　　　５年
Ｈ２４命を守る訓練⑥　の　ふりかえり

○よかった点
○直せるとよい点
年生「児童の感想」

	

	

	

	

	

	

	

	






































